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が必要です。

第１回定例会
６６

　
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計

画
特
別
委
員
会
で
は
、(

仮

称
）
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

計
画
（
第
６
次
長
期
総
合
計

画
）
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
今
後
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

次
期
長
期
総
合
計
画
と
し
て
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
基
本
と
し
た（
仮
称
）

あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
市
民
意
識
調

査
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
実
施
、
子
育
て
モ
ニ
タ
ー

と
の
意
見
交
換
、
市
民
や
学

識
者
ら
に
よ
る
あ
か
し
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
審
議
会
の
開
催
な

ど
、
市
民
参
画
に
よ
る
意
見

聴
取
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
踏

ま
え
、
次
期
計
画
の
策

定
に
は
、
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
を
考

慮
し
な
が
ら
、
市
議
会

で
の
議
論
を
は
じ
め
、

市
民
参
画
お
よ
び
審
議

会
で
丁
寧
か
つ
十
分
な

検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次

期
計
画
策
定
を
延
期
し
、

現
計
画
を
１
年
延
長
す

る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
委
員
か
ら
は
、
審
議
会
の

再
開
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
、

開
催
方
法
を
工
夫
し
て
早
期

に
審
議
会
で
の
議
論
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
り
、
市
か
ら
は
再
開

時
期
は
未
定
だ
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
実
施
な
ど
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
の
本
会
議
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
経
費
と
し
て
、
３

割
お
ト
ク
商
品
券
事
業
費

な
ど
を
含
む
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
３
割
お
ト
ク
商
品
券
事

業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
低

迷
す
る
商
店
街
を
中
心
と

し
た
地
域
経
済
の
早
期
回

復
を
目
指
し
、
消
費
喚
起

の
一
環
と
し
て
県
・
市
合

同
で
実
施
す
る
20
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に

市
単
独
で
10
％
を
上
乗
せ
し
、

さ
ら
に
お
得
な
30
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
と
し
て

発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
１
冊
５
千
円
で
、
６
５
０

０
円
分
の
買
い
物
が
で
き
る

同
商
品
券
は
11
万
５
千
冊
を

販
売
、
７
月
１
日
か
ら
往
復

は
が
き
、
ま
た
は
商
品
券
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
予

約
を
開
始
し
ま
す
。
利
用
期

間
は
、
７
月
22
日
か
ら
９
月

22
日
ま
で
の
２
カ
月
間
で
す
。

な
お
、
本
事
業
に
係
る
市
の

負
担
額
は
、
１
億
２
５
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

　
市
か
ら
は
、
６
月
１
日
か

ら
利
用
を
開
始
し
て
い
る
高

齢
者
・
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
利

用
券
と
３
割
お
ト
ク
商
品
券

が
利
用
で
き
る
店
舗
を
共
通

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

経
済
に
対
し
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
支
援
を
集
中
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

高
齢
者
・
障
害
者
と
商
店
街

と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ

と
で
、
日
頃
の
目
配
り
や
見

守
り
を
含
め
た
地
域
の
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
期
待
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
６
月
議
会
が
６
月
８
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
明
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
や
明

石
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
こ
と
な
ど
、
議
案
14
件
、
諮
問
８
件
を
可
決
・
同
意
、

報
告
６
件
を
了
承
し
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
早
期
回
復
を
目
指
す

　
　
３
割
お
ト
ク
商
品
券
を
11
万
５
千
冊
発
行

�

サ
ポ
ー
ト
利
用
券
と
の
相
乗
効
果
を
期
待　

次期長期総合計画の策定
コロナの影響で１年延期
審議会の早期再開を

４ 新型コロナウイルス感染症対策に
あかし支え合い基金

３ 高校生から募集
議会ポスターデザイン決定

６ 新議長・副議長に聞く

７
８

特集
市議会のしくみ
各議員の議案に対する賛否を掲載
議案の賛否一覧４ 収支報告書や領収書

政務活動費の閲覧ができます ５ 議員名簿

５ 議員よもやま話

SDGs の理念を反映した計画に

早く元のにぎわいを

朝焼けに染まる空と明石海峡大橋。コロナの終息を朝日に願う。

2 質疑・一般質問
市政を問う16人が登壇
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質疑質疑・・一般質問一般質問
　
６
月
15
日
、
16
日
、
17
日

の
本
会
議
で
は
、
16
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

な
ど
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

求
め
ま
し
た
。
発
言
者
と
質

問
項
目
の
一
覧
は
下
段
に
、

主
な
内
容
は
２
面
か
ら
５
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録
画
映

像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

丸　谷　聡　子（未来明石）
①感染症に強い明石市への転換　②気候
非常事態宣言後の具体的な取組　③新幹
線車両基地問題
三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①新型コロナウイルス感染症の影響
国　出　拓　志（公明党）
①新型コロナウイルス禍における防災・
減災対策　②災害時におけるライフライ
ンとしてのインフラ整備と広域連携
筒　泉　寿　一（維新の会・代表質問）
①コロナ対策
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①妊婦に対する新型コロナウイルス感染
症支援　②各種大会、イベント
尾　倉　あき子（公明党）
①「新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金」の活用による市内の中
小企業の支援を　②新型コロナウイルス
第２波に備えた今後の自治会・各種団体
等の活動　③コロナ禍で不安を抱える妊
婦の方への支援で安心・安全な出産を
森　　　勝　子（維新の会）
①コロナ禍の市民生活支援
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①教育・保育施設のコロナ対策
飯　田　伸　子（公明党）
①新型コロナウイルス感染症に対する本
市の今後の医療対策への取組
松　井　久美子（公明党）
①コロナ禍における虐待（こども・女性
等）及び性的少数者の現状と今後の対応
②SDGsの推進に向けた使用済紙おむつの
再生利用
楠　本　美　紀（日本共産党）
①新型コロナウイルス感染症に係る国民
健康保険の対応　②新型コロナウイルス
感染症対策のための生活保護業務及び就
学援助制度における学校給食費の取扱い
③妊婦の方々に向けた新型コロナウイル
ス感染症対策
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①本市職員のテレワーク導入・推進　②緊
急事態宣言下におけるごみ排出状況
③緊急事態宣言下における保育所・放課
後児童クラブの運営　④市民病院におけ
る医療従事者への支援策の拡充
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①市内学校における新型コロナウイルス
感染症対策のための教育環境整備
家根谷　敦　子（スマイル会）
①福祉避難所　②新型コロナウイルス感
染症支援策
辻　本　達　也（日本共産党）
①市政の懸案事項　②パートナーシップ
制度　③こどもの養育費緊急支援
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①市の文化行政　②誰もが安心して学校
教育を受けるための対策

問�　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生

活
支
援
で
あ
る
高
齢
者
と

障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
利

用
券
の
交
付
は
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の
か
。

市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め

に
日
常
生
活

の
緊
急
支
援

策
と
し
て
、

重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
70

歳
以
上
の
高

齢
者
と
障
害

者
の
合
計
約

7
万
人
に
、

１
人
当
た
り

１
万
円
分
の

サ
ポ
ー
ト
利

用
券
を
交
付
し
た
。
利
用

期
間
は
６
月
か
ら
12
月
ま

で
の
７
カ
月
間
と
し
て
い

る
。

　

�　
外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ

る
６
月
中
は
、
食
生
活
の

支
援
と
し
て
飲
食
店
か
ら

自
宅
へ
の
宅
配
と
、
通
院

な
ど
に
使
え
る
タ
ク
シ
ー

の
利
用
に
限
定
し
た
。
７

月
以
降
、
外
出
自
粛
が
段

階
的
に
緩
和
さ
れ
る
状
況

に
な
れ
ば
、
日
用
品
な
ど

の
購
入
に
も
幅
広
く
使
え

る
よ
う
利
用
で
き
る
店
舗

の
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
施
設
等
の
入
所
者

も
外
出
や
面
会
等
の
制
限

が
解
除
さ
れ
た
と
き
は
買

い
物
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
状

況
下
で
は
、
保
育
士
養
成

学
校
の
生
徒
が
例
年
通
り

の
就
職
活
動
を
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
本
市
独
自
の

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る

な
ど
、
保
育
士
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
の
待
機
児
童
は
、

今
年
４
月
時
点
で
３
６
５

人
で
あ
り
、
今
年
度
は
１

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
で
不
安
を

抱
え
る
妊
婦
へ
の
支
援
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
従
来
よ
り
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か

け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

に
対
す
る
妊
婦
相
談
の
周

知
に
加
え
、
感
染
症
に
関

す
る
相
談
や
医
療
機
関
と

今
後
は
感
染
予
防
の
外
出

自
粛
時
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
柔
軟
な
運
用
に
努
め

て
い
く
。

　

�　
７
月
か
ら
は
、
産
後
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
等
を
行
う

無
料
お
た
め
し
券
を
同
封

し
た
子
育
て
応
援
パ
ッ
ク

を
届
け
、10
月
か
ら
は
、お

む
つ
等
の
育
児
用
品
を
毎

月
宅
配
す
る
０
歳
児
見
守

り
事
業
を
開
始
す
る
。

　

�　
今
後
も
安
心
し
て
子
育

て
が
行
え
る
よ
う
心
の
ケ

ア
も
含
め
た
総
合
的
な
支

援
を
行
って
い
く
考
え
だ
。

年
生
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
成
績
や
学
習
の
相
談
に

対
応
す
る
な
ど
、
進
路
に

対
す
る
不
安
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
。

と
は
せ
ず
、
各
学
校
で
判

断
し
縮
小
し
な
が
ら
も
実

施
す
る
方
向
で
計
画
し
て

い
る
が
、
連
合
音
楽
会
や

自
然
学
校
な
ど
市
や
県
が

主
催
す
る
も

の
は
、中
止
・

縮
小
す
る
と

決
定
し
た
。

　

�　
な
お
、
成

績
の
評
価
・

評
定
は
、
各

学
校
で
十
分

な
評
価
期
間

の
確
保
に
努

め
る
と
と
も

に
、
中
学
３

保
障
す
る
た
め
、
８
月
８

日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日

間
に
短
縮
す
る
。
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
授
業
中
は

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と

と
も
に
登
下
校
時
の
日
傘

や
軽
装
を
許
可
し
、
マ
ス

ク
の
着
脱
に
つ
い
て
も
柔

軟
に
対
応
す
る
。
体
育
や

部
活
動
は
暑
さ
指
数
を
確

認
し
な
が
ら
実
施
し
、
給

食
は
食
中
毒
を
出
さ
な
い

よ
う
に
調
理
後
２
時
間
以

内
に
提
供
す
る
。

　

�　
ま
た
、
運
動
会
や
音
楽

会
な
ど
各
学
校
が
主
催
す

る
行
事
は
、
一
律
に
中
止

受
診
の
調
整
を
行
う
な
ど
、

対
応
の
充
実
を
図
り
、
妊

婦
の
不
安
軽
減
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
５
千
円
分

の
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
や

妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
助

成
、
買
い
物
や
家
事
を
援

助
す
る
産
前
産
後
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
な
ど
、経
済
的・

身
体
的
な
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
に
つ
い
て
は
、現
在
、
体

調
不
良
時
に
周
り
か
ら
の

援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

５
０
０
人
の
受
け
入

れ
枠
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
約
２
２
０

人
の
保
育
士
を
確
保

し
、
令
和
３
年
４
月

の
待
機
児
童
解
消
を

目
指
し
て
い
る
。

　

�　
６
月
21
日
に
開
催

し
た
就
職
フ
ェ
ア
は

３
密
を
避
け
、
電
話

に
よ
る
就
職
相
談
会

と
し
た
が
、
８
月
９
日
に

は
感
染
防
止
対
策
を
行
っ

た
上
で
、
あ
か
し
市
民
広

場
に
て
対
面
形
式
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
気
軽
に
情
報
が

入
手
で
き
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

も
努
め
る
と
と
も
に
、
保

育
士
と
し
て
働
く
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
作
成
し
、

発
信
し
て
い
る
。

　

�　
さ
ら
に
、
採
用
後
７
年

間
で
最
大
１
５
０
万
円
を

支
給
す
る
保
育
士
定
着
支

援
金
を
10
万
円
増
額
し
最

大
１
６
０
万
円
と
す
る
ほ

か
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
勤
務

す
る
代
替
保
育
士
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
新
た
な
取
り

組
み
を
行
う
考
え
だ
。

よ
る
食
事
な
ど
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

　

�　
さ
ら
に
サ
ポ
ー
ト
利
用

券
の
交
付
と
併
せ
て
、
日

常
生
活
の
困
り
ご
と
を
聞

く
た
め
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
市
民
一
人
一
人
に
寄

り
添
う
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
考

え
だ
。

問�　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

過
ご
す
た
め
の
教
育
環
境

は
、
臨
時
休
校
に
よ
る
影

響
も
考
慮
し
た
万
全
な
体

制
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答�　
本
市
は
学
校
再
開
に
際

し
、
年
度
初
め
の
新
た
な

学
級
づ
く
り
の
必
要
性
か

ら
、
少
人
数
と
す
る
学
級

の
分
散
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　

�　
夏
休
み
期
間
は
、
授
業

時
間
数
を
確
保
し
学
力
を

日常生活を緊急支援
高齢者と障害者へ
１万円分の利用券交付

保育士確保の取り組み
就職活動にもコロナの影響
SNSやPR動画も活用

妊
婦
へ
の
支
援

　
　
感
染
予
防
と

�

心
の
ケ
ア
も

　
学
校
再
開
後
の
教
育
環
境

�

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
万
全
か
　

7 月からは利用店舗を拡大

昨年の就職フェアの様子

今年は夏休みを大幅に短縮
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議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

　

「
明
石
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
明
石

市
議
会
へ
の
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
４
回
の
議
会
開
催
を

お
知
ら
せ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
市
内
在

住
・
在
学
の
高
校
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
人
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、
全
議
員
で
選
考

し
、
優
秀
賞
４
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　兵庫県立明石高校

田
でん
野
の
　美

み
優
ゆ
さん

令和３年３月議会令和３年３月議会

　兵庫県立明石南高校

吉
よし
母
も
　実

み
鈴
すず
さん

令和２年６月議会令和２年６月議会

　兵庫県立明石城西高校

岡
おか
田
だ
　奈

な
々
な
さん

令和２年９月議会令和２年９月議会

　兵庫県立明石清水高校

　永
なが
野
の
　つき乃

の
さん

令和２年12月議会令和２年12月議会

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
受
け
入
れ

に
よ
る
市
民
病
院
の
人
員

体
制
、
経
営
状
況
へ
の
影

響
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

対
応
を
聞
く
。

答�　
市
民
病
院
は
、
感
染
症

患
者
の
入
院
病
床
を
確
保

す
る
た
め
４
月
１

日
よ
り
専
用
病
棟

を
開
設
し
対
応
し

て
き
た
。
感
染
症

へ
の
対
応
は
、
市

民
病
院
が
果
た
す

べ
き
使
命
で
あ
り
、

中
期
計
画
等
に
も

掲
げ
ら
れ
た
重
要

な
役
割
で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
が
あ

る
中
、
職
員
の
退

問�　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
の
運
営
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
聞
く
。

答�　
避
難
所
の
感
染
症
対
策

と
し
て
は
、
受
け
付
け
で

検
温
や
体
調
確
認
を
行
い
、

発
熱
や
体
調
不
良
の
人
に

は
個
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
感
染
者

の
濃
厚
接
触
者
や
海
外
か

ら
の
帰
国
者
に
は
、
専
用

の
避
難
所
を
確
保
し
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
や

障
害
者
、
妊
産
婦
に
は
、

個
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

�　
従
来
の
避
難
所
は
、
人

が
密
集
し
た
環
境
で
の
集

団
生
活
と
な
り
、
感
染
拡

大
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
対
策
と
し

て
は
、
分
散
避
難

が
有
効
な
手
段
と

な
る
こ
と
か
ら
、

指
定
避
難
所
以
外

の
公
共
施
設
や
民

間
ホ
テ
ル
等
の
活

用
や
、
車
中
の
避

難
が
可
能
な
駐
車

場
の
確
保
な
ど
を

関
係
部
署
や
事
業

者
と
調
整
し
て
い

る
。
な
お
、
通
常
の
避
難

所
運
営
に
感
染
症
対
策
の

業
務
が
加
わ
り
、
よ
り
多

く
の
職
員
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
部
署
間
の
応

援
体
制
は
も
と
よ
り
市
職

員
Ｏ
Ｂ
の
活
用
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
処
分
は
、
本
市
を
含
め

全
国
の
自
治
体
に
共
通
す

る
中
長
期
的
な
課
題
で
あ

り
、
再
生
利
用
す
る
こ
と

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達

成
に
向
け
た
有
効
な
取
り

組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

今
年
３
月
に
は
環
境
省
が

再
生
利
用
の
動
き
を
普
及

問�　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向

け
た
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
再
生
利
用
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
聞
く
。

答�　
本
市
の
一
般
廃
棄
物
に

占
め
る
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
割
合
は
、
平
成
30
年

度
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査

結
果
で
７
％
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
さ
ら
な
る
増
加

さ
せ
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
本
市
は
、
先
進

自
治
体
を
視
察
す
る
ほ
か
、

国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
立
候
補
し
、
０
歳
児
の

い
る
世
帯
へ
の
お
む
つ
定

期
便
の
実
施
と
並
行
し
て

紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
の

調
査
研
究
を
行
う
予
定
だ
。

　
�　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

再
生
利
用
す
る
に
は
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、

国
等
の
支
援
策
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

職
も
な
く
、
病
院
が
一
丸

と
な
り
厳
し
い
局
面
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
。

　

�　
一
方
で
、
感
染
を
恐
れ

て
一
般
の
外
来
患
者
が
減

少
し
、
病
床
の
稼
働
率
が

大
き
く
低
下
し
た
こ
と
で

収
益
は
減
少
し
、
経
営
面

で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て

い
る
。
そ
の
た
め
市
は
、

感
染
症
専
用
病
棟
の
運
営

に
必
要
な
医
療
従
事
者
の

増
員
と
施
設
整
備
等
の
経

費
の
支
援
を
５
月
に
実
施

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
社
会
状
況

が
変
化
す
る
中
、
性
的
少

数
者
の
多
く
が
医
療
機
関

の
受
診
時
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
不
安
を

抱
え
て
い
る
。
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
や
す
い
社

会
を
目
指
す
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
の

創
設
を
求
め
る
。
市
の
見

し
た
。
今
後
も
感
染
拡
大

の
第
２
波
に
備
え
、
市
民

病
院
と
密
接
に
連
携
し
、

感
染
症
対
応
に
必
要
な
財

政
面
等
の
支
援
を
継
続
し

て
い
く
。

解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
や
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
施
策
と

し
て
、
7
月
に
専
門
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
10
月
を

め
ど
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
単
に
証
明

書
を
発
行
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
証
明
書

を
利
用
で
き
る
場
が
あ
っ

て
こ
そ
実
効
性
の
あ
る
制

度
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

医
療
現
場
で
は
医
師
会
、

住
居
確
保
で
は
民
間
事
業

者
、
職
場
環
境
で
は
商
工

会
議
所
な
ど
、
関
係
機
関

の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
制
度
の
目
的
や
目

指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
情
報

共
有
で
き
る
よ
う
、
意
見

交
換
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
の
情
報
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
情
報
は
、

字
幕
や
手
話
通
訳
等
の
情

報
保
障
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
広
報
あ
か
し

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

明
石
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

広
報
番
組
を
放

映
し
、
市
政
情

報
を
発
信
し
て

い
る
。
テ
レ
ビ

放
映
は
、
映
像

と
音
声
で
の
情

報
発
信
が
主
と

な
る
た
め
、音

声
で
情
報
が
得

ら
れ
な
い
人
に

は
手
話
と
文
字

情
報
に
よ
る
発

信
に
努
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
手
話
付
き
放
送
を
増

や
し
、
29
年
度
か
ら
は
全

て
の
番
組
に
文
字
放
送
を

導
入
し
て
い
る
。今
後
は
、

緊
急
性
や
必
要
性
の
高
い

情
報
は
可
能
な
限
り
手
話

を
付
け
て
放
映
し
た
い
。

　

�　
な
お
、
よ
り
迅
速
に
幅

広
く
情
報
を
提
供
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
あ
か
し
手
話
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
配
信
を
始
め

た
。
今
後
も
手
話
だ
け
に

限
ら
ず
、
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
に

必
要
な
情
報
が
し
っ
か
り

と
届
く
よ
う
、
効
果
的
な

発
信
方
法
を
検
討
す
る
。

避難所での感染症対策
運営方法を見直す
分散避難が有効な手段

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

 

関
係
機
関
と
連
携
し

�

市
は
10
月
導
入
目
指
す

緊急性の高い情報
手話チャンネルなど

全ての人に届ける工夫

市からのお知らせを手話動画で配信

新
型
コ
ロ
ナ
で
市
民
病
院
の
収
益
減
少

�

第
２
波
に
備
え
財
政
支
援
を
継
続

　
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
見
据
え
た
取
り
組
み

�

国
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

コロナを想定した県の避難所研修

感染症患者の専用病棟を開設
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　明石市は、新型コロナウイルス感染症対策として、「医療体制
の充実」「市民生活の支援」「感染拡大の防止」などの事業に活用
するために「新型コロナウイルス感染症あかし支え合い基金」を
設けています。
　一日も早い収束のために、温かいご支援をお願いします。

	 　　❶ふるさと納税サイト
	 　　❷納付書
	 　　❸口座振込

担 当 	 〒673-8686
	 明石市中崎１-５-１  市総務局　財務室財務担当
	 TEL：（078）918-5011　  FAX：（078）918-5125
	 E-mail：zaisei@city.akashi.lg.jp

寄付の方法

詳しくは明石市ホーム
ページをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症対策に あかし支え合い基金

寄付を募集しています
▽
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
△

　
○�

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

請　願請　願

　公文書公開請求をしなくても政務活動費の収支報告書・
領収書等の閲覧ができます。
　令和元年度分（令和元年5月～2年3月）が新たに閲覧の
対象となります。
　なお、閲覧できるのは平成27年5月分からです。

令和元年度の政務活動費
収支報告書・領収書等が閲覧できます

閲覧開始日
　８月３日（月）
閲覧時間
　午前８時55分～午後５時40分（閉庁日を除く）
閲覧場所・問い合わせ先
　市議会議会局　総務課（市役所議会棟３階）
　TEL：（078)911-2600　   FAX：（078)918-5112
　E-mail：gikai@city.akashi.lg.jp

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
本
市
の
重

要
施
策
へ
の
影
響

を
聞
く
。

答�　
今
年
度
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
安
心

都
市
の
実
現
に
向

け
て
55
の
重
要
施

策
・
事
業
を
予
定

し
て
い
た
が
、
感

染
症
対
策
と
市
民

生
活
支
援
を
最
優

先
に
す
る
た
め
、

12
事
業
を
中
止
・

問�　
緊
急
事
態
宣
言
下
で
在

宅
時
間
が
増
え
た
が
、
ご

み
排
出
量
や
収
集
現
場
の

感
染
防
止
対
策
を
聞
く
。

答�　
緊
急
事
態
宣
言
下
の
家

庭
ご
み
の
収
集
量
は
、
前

年
よ
り
８
・
６
％
、
特
に

５
月
の
１
回
目
の
燃
や
せ

な
い
ご
み
は
、
大
型
連
休

と
外
出
自
粛
が
重
な
っ
た

影
響
で
約
70
％
増
加
し
た
。

気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表

明
し
た
本
市
と
し
て
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
ご
み
減

量
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　

�　
収
集
現
場
の
感
染
防
止

対
策
と
し
て
は
、

手
洗
い
や
う
が
い

の
徹
底
、
ゴ
ー
グ

ル
や
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
の
着
用
、

収
集
車
内
外
の
消

毒
に
加
え
て
、
市

民
に
は
使
用
済
み

マ
ス
ク
な
ど
は
小

袋
に
入
れ
密
封
し

た
上
で
、
ご
み
袋

に
入
れ
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
な
お
、

５
月
に
発
生
し
た
３
件
の

収
集
車
発
火
事
故
の
原
因

は
、
中
身
の
入
っ
た
ボ
ン

ベ
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
ご
み
出

し
マ
ナ
ー
の
啓
発
活
動
も

強
化
し
て
い
く
。　

の
支
給
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
被
保
険
者

へ
の
保
険
料
減
免
と
、
そ

の
周
知
方
法
を
問
う
。

答�　
傷
病
手
当
金
は
、
所
得

の
減
少
分
を
補
助
す
る
制

度
で
あ
り
、
自
営
業
者
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
は
、

事
業
と
生
活
が
一
体
化
し

て
お
り
、
所
得
の
把
握
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
支
給

の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

　

�　
保
険
料
減
免
に
つ
い
て
、

既
存
の
減
免
制
度
と
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
る
減
免
の

ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
場

合
は
、
保
険
料
の
減
免
額

が
多
い
方
を
適
用
す
る
。

ま
た
、
令
和
２
年
２
月
と

３
月
分
の
納
付
済
み
保
険

料
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
る
減
免
事
由
に
該
当
す

れ
ば
還
付
す
る
。
被
保
険

者
に
は
、
広
報
あ
か
し
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す

る
ほ
か
、
特
に
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
る
減
免
制
度
は
、

７
月
下
旬
の
被
保
険
者
証

の
送
付
時
に
案
内
チ
ラ
シ

を
同
封
す
る
こ
と
で
広
く

周
知
を
図
り
た
い
。

延
期
、
12
事
業
を
変
更
し

て
実
施
、
31
事
業
を
予
定

通
り
実
施
す
る
。

　

�　
次
期
長
期
総
合
計
画
の

策
定
は
、
今
後
の
経
済
状

況
や
生
活
様
式
の
変
化
を

踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
な

こ
と
、
３
密
対
策
の
継
続

が
求
め
ら
れ
る
中
、
審
議

会
の
開
催
や
市
民
参
画
に

よ
る
意
見
聴
取
の
機
会
が

十
分
に
確
保
で
き
な
い
こ

と
か
ら
１
年
延
期
す
る
。

　

�　
一
方
、新
庁
舎
整
備
は
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備

が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
国

の
財
政
支
援
に
期
限
が
あ

る
こ
と
か
ら
予
定
通
り
進

め
る
。
ま
た
、
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
は
、
内

容
や
規
模
等
に
変
更
の
可

能
性
は
あ
る
が
、
大
会
の

開
催
に
向
け
て
、
県
や
漁

業
組
合
な
ど
の
関
係
団
体

と
連
携
し
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。

問�　
市
は
各
種
団
体
や
地
域

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

の
再
開
基
準
に
つ
い
て
、

方
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

分
か
り
や
す
く
示
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
市
民
生
活
の
正
常
化

に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
基
本
的
対
処
方

針
を
も
と
に
、
各
関
係
団

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
飲

食
店
や
物
産
店
の
休
業
な

ど
が
重
な
り
、
水
産
物
の

価
格
が
大
幅
に
下
落
し
て

い
る
。
今
こ
そ
観
光
業
の

振
興
を
図
り
、
明
石
の
水

産
物
を
全
国
に
知
っ
て
も

ら
う
機
会
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答�　
観
光
業
は
、
日
本

国
内
の
外
国
人
旅
行

者
が
３
月
下
旬
か
ら

４
月
に
か
け
て
前
年

同
月
比
93
％
減
に
な

る
な
ど
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。飲
食

店
や
小
売
店
の
売
り

上
げ
は
落
ち
込
み
、明

石
を
代
表
す
る
水
産
物
に

も
影
響
が
出
て
い
る
。
そ

の
た
め
本
市
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
生
活
支
援
と

商
店
街
の
支
援
を
行
う
事

業
を
連
携
さ
せ
、高
齢
者
、

障
害
者
、
商
店
街
の
絆
を

深
め
る
と
と
も
に
、
漁
業

や
農
業
を
は
じ
め
、
観
光

業
も
含
め
た
地
域
産
業
全

体
の
回
復
を
図
る
た
め
、

総
額
約
16
億
円
規
模
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

　

�　
今
後
も
全
国
的
な
経
済

動
向
を
注
視
し
、
関
係
機

関
と
も
連
携
し
て
明
石
の

地
域
経
済
の
回
復
と
発
展

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

体
等
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
地
域
の
祭
り
は
、
そ
の

多
く
を
校
区
ま
ち
づ
く
り

組
織
や
自
治
会
が
主
催
し

て
お
り
、
市
に
は
開
催
の

可
否
に
つ
い
て
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
感
染
状
況
や

国
・
県
な
ど
の
動
向
を
注

視
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
の
可

否
を
主
催
者
が
適
切
に
判

断
で
き
る
よ
う
、
広
報
手

段
を
活
用
し
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
情
報
提
供
に
努
め

る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
で
感
染
対
策
な
ど

の
周
知
・
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

が
安
心
し
て
開
催
で
き
る

よ
う
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
国
民
健
康

保
険
の
対
応
に
つ
い
て
、

自
営
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
人
へ
の
傷
病
手
当
金

市の重要施策に影響
コロナ禍で最優先すべきは
感染症対策と生活支援

落ち込む地域経済
関係機関と連携し
産業全体の回復を

国民健康保険のコロナ対応
保険料の減免など
広く周知が必要

外
出
自
粛
で
家
庭
ご
み
増
加

�

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
啓
発
を
強
化

示
し
て
ほ
し
い

イ
ベ
ン
ト
等
の

�

再
開
基
準

全力で市民の健康と生活を守る

ごみ減量の取り組みを進める

経済回復の支援策は

議
員
の
寄
付
行
為
等
の
禁
止
に
つ
い
て

　
議
員
の	

※
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

	

※
中
元
や
歳
暮

	

※
祭
り
や
会
合
へ
の
寄
付

　
な
ど
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す



（5）　　2020年（令和２年）７月26日 第248号あ か し 市 議 会 だ よ り

氏　　名 住　　所 電話番号

穐　原　成　人 二見町西二見1709番地の2 943-0380

飯　田　伸　子 二見町東二見856番地 404号 944-3520

石　井　宏　法 林3丁目9番6号 922-1181

出　雲　晶　三 王子1丁目15番6号 928-0800

井　藤　圭　順 太寺2丁目10番35号 911-3755

梅　田　宏　希 大久保町西脇514番地の8 935-2692

榎　本　和　夫 大久保町高丘6丁目1番地の6 934-7845

大　西　洋　紀 二見町東二見1497番地の3 944-1068

尾　倉　あき子 樽屋町14番11号 914-0717

北　川　貴　則 相生町1丁目2番28号 911-3039

楠　本　美　紀 大久保町谷八木1005番地の11 090-9987-2879

国　出　拓　志 西明石南町1丁目2番7号 923-0525

坂　口　光　男 野々上1丁目19番地の17 928-1574

佐々木　　　敏 東朝霧丘7番44号 914-3027

千　住　啓　介 中崎2丁目4番1-1314号 220-6081

氏　　名 住　　所 電話番号

竹　内　きよ子 大久保町ゆりのき通1丁目1番地の1  
� Ⅳ-1003号 934-2540

辰　巳　浩　司 東仲ノ町1番3号 911-4834

辻　本　達　也 大久保町高丘7丁目64番地の9 936-8172

筒　泉　寿　一 朝霧南町1丁目180番地の1
� 403号 080-5545-4338

寺　井　吉　広 大久保町西島477番地の2 946-0712

灰　野　修　平 大久保町駅前1丁目8番地の5 936-0055

林　　　健　太 大久保町大久保町415番地の1 090-5965-4477

林　　　丸　美 明南町2丁目5番20号 224-2047

松　井　久美子 魚住町清水364番地の59 943-0709

丸　谷　聡　子 大久保町西島610番地の3　
� Ⅱ-106号 080-3860-1487

宮　坂　祐　太 魚住町錦が丘1丁目１番地の１ 
� B-201号 962-5249

三　好　　　宏 西明石南町2丁目15番15号 922-6322

森　　　勝　子 西明石南町1丁目6番7号  3A 923-9741

家根谷　敦　子 大明石町2丁目5番8-202号【FAX】913-3206
吉　田　秀　夫 魚住町西岡1111番地の3 941-0660

議　員　名　簿議　員　名　簿
� （50音順）

　

自
粛
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

リ
モ
ー
ト
お
見
合
い
が
は
や
っ
た
そ
う
で
す
。
会

う
と
緊
張
し
て
な
か
な
か
お
話
し
で
き
な
い
人
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
意
外
と
話
せ
る
ら
し
い
で
す
。

遠
距
離
の
男
女
の
出
会
い
が
増
え
、
大
好
評
と
の

こ
と
で
す
が
、
実
際
に
会
う
と
画
面
と
違
う
こ
と

も
あ
っ
た
り
と
。

　

ワ
ン
ち
ゃ
ん
や
ネ
コ
ち
ゃ
ん
の
譲
渡
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
中
、
動

物
の
様
子
が
録
画
さ
れ
る
そ
う
で
、
お
と
な
し
い

大
人
の
ネ
コ
が
人
気
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
患
者
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
を
預
か
っ

て
く
れ
る
民
間
施
設
も
あ
る
よ
う
で
、
ス
タ
ッ
フ

は
防
護
服
を
着
て
対
応
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
う

つ
さ
な
い
た
め
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
で
す
。

　

明
石
は
命
を
大
切
に
す
る
観
点
か
ら
、
動
物
と

共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
殺
処
分

が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

問�　
な
ぜ
、
気
候
非
常
事
態

宣
言
に
関
す
る
取
り
組
み

を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
理
由
に
延

期
す
る
の
か
。
ま
た
、
地

域
循
環
共
生
圏
の
構
築
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
と
見

解
を
問
う
。

答�　
今
年
度
は
、
非
常
事
態

宣
言
後
の
取
り
組
み
を
全

て
延
期
す
る
の
で
は
な
く
、

家
庭
用
燃
料
電
池
お
よ
び

蓄
電
池
設

置
へ
の
助

成
や
啓
発

イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ

ス
ク
を
伴

う
も
の
を

延
期
し
て

い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で

も
気
候
非

常
事
態
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
は
先
送
り
せ

ず
、
宣
言
に
掲
げ
た
目
標

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
だ
。

　

�　
地
域
循
環
共
生
圏
の
取

り
組
み
は
、
各
地
域
が
自

立
的
に
機
能
し
つ
つ
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
人
や

物
等
の
資
源
の
補
完
と
支

え
合
い
に
よ
り
、
地
域
の

活
力
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
掲
げ
る
環
境・

経
済
・
社
会
の
３
側
面
の

統
合
的
な
向
上
と
、
非
常

事
態
宣
言
の
最
大
目
標
で

あ
る
脱
炭
素
の
実
現
に
有

効
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
食
糧
の
自
給
や
緑
の

回
復
な
ど
、
本
市
の
地
域

特
性
に
応
じ
た
共
生
圏
の

在
り
方
を
検
討
す
る
準
備

を
進
め
て
い
く
。

問�　
市
主
催
の
文
化
事
業
を

中
止
と
し
た
判
断
は
時
期

尚
早
で
は
な
か
っ
た
か
。

中
止
に
至
っ
た
経
緯
と
文

化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
明
石
市
芸
術
祭
お
よ
び

文
芸
祭
は
、
集
客
を
伴
う

事
業
で
あ
り
、
従
来
の
開

催
方
法
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
が
大
き
い
こ
と
、
事

前
練
習
や
作
品
募
集
等
の

準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
今
年
度
の
開
催
を

中
止
し
た
。今
後
は
、国
・

県
の
動
向
や
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
新
し
い
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
文
化
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
よ
う
開
催
時

期
や
手
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

�　
文
化
芸
術
は
市
民
生
活

に
潤
い
を
与
え
、
心
を
豊

か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
長
い
自
粛
生
活
が

続
く
今
、
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
、
そ
の
重
要
性

は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

気候非常事態宣言
先送りすることなく
できることから取り組む

　
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
を
充
実

　
　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ

�

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
発
表
の
場
も
提
供

農
業
委
員
会
委
員

�

任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

�

推
薦
に
同
意

副
市
長

�

選
任
に
同
意

脱炭素化・SDGs の実現に向けて昨年度開催された芸術祭

市
と
し
て
も
文
化
芸
術
活

動
へ
の
支
援
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
明
石
文
化
国
際

創
生
財
団
を
通
じ
て
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

財
団
と
の
連
携
を
よ
り
強

化
し
、
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た

発
表
の
場
の
提
供
や
県
と

連
携
し
た
舞
台
芸
術
活
動

へ
の
補
助
等
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
文
化
芸

術
活
動
へ
の
支
援
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
い
。

　
令
和
２
年
７
月
19
日
で
任

期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
再
任
７
名
、

新
任
７
名
の
14
名
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
再
任
の
７
名
は
、
大お
お
中な
か
秋あ
き

美み

氏
（
71
歳
・
魚
住
町
長
坂

寺
）、藤ふ
じ

田た

正ま
さ

子こ

氏（
70
歳
・

大
久
保
町
松
陰
新
田
）
、
村む
ら

上か
み
和か
ず
義よ
し
氏
（
68
歳
・
大
蔵
八

幡
町
）
、
池い
け
田だ

賢け
ん
治じ

氏
（
68

歳
・
大
久
保
町
大
窪
）
、
住す
み

元も
と

保た
も
つ

氏（
65
歳
・
大
久
保
町

大
窪
）、藤ふ
じ
原わ
ら

智さ
と
る

氏
（
64
歳
・

魚
住
町
金
ケ
崎
）、伊い

藤と
う

能よ
し

之ゆ
き

氏（
52
歳・和
坂
２
丁
目
）、

新
任
の
７
名
は
、
山や
ま

渕ぶ
ち

久ひ
さ

司し

氏
（
77
歳・二
見
町
西
二
見
）、

藤ふ
じ
井い

克か
つ
巳み

氏
（
76
歳
・
貴
崎

３
丁
目
）、藤ふ
じ
田た

哲て
つ

夫お

氏（
71

歳
・
大
久
保
町
谷
八
木
）、

荻お
ぎ

野の

俊と
し

明あ
き

氏（
66
歳
・
二
見

町
福
里
）、山や
ま
本も
と

建た
て

樹き

氏
（
64

歳
・
大
久
保
町
大
久
保
町
）、

橋は
し

本も
と

誠せ
い

二じ

氏（
59
歳
・
魚
住

町
長
坂
寺
）、石い
し

井い

義よ
し

久ひ
さ

氏

（
47
歳
・
魚
住
町
住
吉
４
丁

目
）
で
す
。

　
本
市
の
農
業
委
員
会
委
員

は
14
名
で
任
期
は
３
年
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
認
定
農
業

者
数
が
少
な
い
現
状
や
委
員

選
考
の
状
況
か
ら
、
認
定
農

業
者
が
委
員
定
数
の
過
半
数

を
占
め
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
委
員
の
４
分
の
１
を
認

定
農
業
者
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
提

案
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
同

意
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
９
月
30
日
で
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委

員
の
次
期
候
補
者
と
し
て
、

再
任
４
名
、
新
任
４
名
の
８

名
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
再
任
の
４
名
は
、
京き
ょ
う

本も
と
恵え

美み

子こ

氏
（
69
歳
・
岬
町
）
、

車く
る
ま

谷た
に
京き
ょ
う

子こ

氏
（
55
歳
・
鷹
匠

町
）
、
堺
さ
か
い

眞ま

砂さ

子こ

氏
（
69
歳
・

大
久
保
町
大
久
保
町
）
、
安や
す

田だ

俊と
し
彦ひ
こ
氏
（
66
歳
・
魚
住
町

西
岡
）、新
任
の
４
名
は
、

明
石
市
に
奉
職
さ
れ
、
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
部
総
務

課
長
、
市
立
市
民
病
院
事
務

局
次
長
、
政
策
部
長
、
理
事

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
24
年

か
ら
副
市
長
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
の
副
市
長
は

２
人
制
で
、
和
田
氏
の
任
期

は
、
令
和
２
年
７
月
10
日
か

ら
４
年
で
す
。

　
令
和
２
年
７
月
９
日
で
任

期
満
了
と
な
る
副
市
長
に
和わ

田だ

満み
つ
る

氏
（
65
歳･

貴
崎
３
丁

目
）
を
引
き
続
き
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
53
年
か
ら

西に
し

海う
み

陽よ
う

子こ

氏（
63
歳
・
大
久

保
町
西
島
）、金か
な

丸ま
る

美み

奈な

子こ

氏
（
59
歳
・
荷
山
町
）
、
小お

田だ

幸さ
ち
子こ

氏（
54
歳・川
崎
町
）、

藤ふ
じ

本も
と

志し

貴き

子こ

氏
（
58
歳
・
魚

住
町
金
ケ
崎
）で
す
。

　
本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は

13
名
で
任
期
は
３
年
で
す
。
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新
議
長
・
副
議
長
に
聞
く

　
５
月
８
日
の
本
会
議
で
、議
長
に
千
住
啓
介
議
員
、副
議
長
に
佐
々
木
敏
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
広
が
る
中
、議
会
の
代

表
で
あ
る
２
人
に
、市
議
会
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

千
住
議
長
に
聞
く

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
が
及
ぼ
す
本
市
へ

　
の
影
響
と
対
策

　

�　

本
市
の
重
要
施
策
や
事

業
が
延
期
・
中
止
さ
れ
る

な
ど
、
市
政
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
が
最
優
先

で
す
が
、
市
議
会
と
し
て

優
先
順
位
を
判
断
し
な
が

ら
、
次
期
長
期
総
合
計
画

の
策
定
や
待
機
児
童
対
策

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、

今
必
要
な
議
論
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

外
出
自
粛
・
休
業
要
請

に
伴
う
経
済
の
停
滞
に
よ

り
、
市
内
の
小
売
業
者
や

飲
食
店
の
経
営
に
深
刻
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
高
齢
者
・
障
害

者
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
や
３

割
お
ト
ク
商
品
券
を
発
行

し
、
商
店
街
を
中
心
と
し

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
の
闘
い

　

�　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
最
前
線
で
闘

っ
て
い
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
従
事
者
の
方
や
、
保

健
所
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
に
従
事
し
て
い
る
市

職
員
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
、
感
染
拡
大

の
第
２
波
に
備
え
た
医
療

体
制
の
充
実
と
経
済
対
策

の
両
立
が
必
要
で
す
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
難
局

で
の
市
議
会
の
役
割
と
具

体
的
な
取
り
組
み

　

�　

外
出
自
粛
・
休
業
要
請

に
よ
り
困
難
に
直
面
し
て

い
る
市
内
事
業
者
や
地
域

経
済
を
下
支
え
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
国
・
県
の

動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、

本
市
独
自
の
迅
速
か
つ
大

胆
な
経
済
対
策
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
審
議
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活

と
感
染
拡
大
防
止
を
両
立

す
る
た
め
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
実
践
し
て
い
か

た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
議
会
で
の
感
染
防
止

対
策

　

�　

本
会
議
・
委
員
会
に
お

い
て
、
座
席
間
隔
の
確
保

や
市
側
の
出
席
者
の
絞
り

込
み
、
議
場
等
の
換
気
を

行
う
ほ
か
、
６
月
議
会
で

は
本
会
議
の
議
員
の
質
問

時
間
を
15
分
間
短
縮
し
45

分
と
す
る
な
ど
の
対
策
を

徹
底
し
、
議
会
が
停
滞
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
市
民
の
皆
様
へ

　

�　
引
き
続
き
、
市
と
連
携
・

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
の
不
安
を
取
り

除
き
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
全

力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
正
確
な
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。　

　

こ
の
難
局
に
は
、
オ
ー

ル
明
石
で
打
ち
勝
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
市
議
会
は
、

感
染
拡
大
の
第
２
波
に
備

え
た
支
援
に
役
立
て
る
た

め
、
議
会
費
を
約
２
４
５

９
万
円
減
額
し
、
減
額
相

当
分
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
あ
か
し
支
え

合
い
基
金
へ
の
財
源
と
す

る
よ
う
市
長
へ
提
案
し
ま

し
た
。

　
　
市
民
の
皆
様
へ

　

�　

来
年
の
秋
に
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
お
は
し
ま
し

賜
り
、
本
市
で
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
本
年
の
宮
城

県
で
の
開
催
が
見
送
ら
れ
、

本
市
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
今
後
、
市
民
の

皆
様
と
共
に
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
明
石
の
豊
か
な

海
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

佐
々
木
副
議
長
に
聞
く

あかし支え合い基金への寄付を募集 PCR 検査は１日最大 60 件可能 あかし保健所豊かな海を次世代へ

在職４期・43 歳　自民党 真誠会
副議長、監査委員、文教厚生常任委員長など歴任

在職５期・65 歳　公明党
監査委員、議会運営委員長、生活文化常任委員長など歴任

副
議
長

佐さ

々さ

木き

　
敏さ

と
し

議
　
長

千せ
ん

住じ
ゅ
う

　
啓け

い

介す
け
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市議会のしくみ「議会の流れ」市議会のしくみ「議会の流れ」
　議会の会議には、定期的に開かれる定例会と必要なときに開かれる臨時会があります。　議会の会議には、定期的に開かれる定例会と必要なときに開かれる臨時会があります。
　明石市議会では、毎年２月から６月までと、９月から12月までの年2回、定例会を開い　明石市議会では、毎年２月から６月までと、９月から12月までの年2回、定例会を開い
ており、３月・６月・９月・12月に集中して議案等を審議する議会期間を設けています。ており、３月・６月・９月・12月に集中して議案等を審議する議会期間を設けています。
議会審議は次のような流れで進められます。議会審議は次のような流れで進められます。

本会議
議
案
の
提
出

提
案
理
由
説
明

一

般

質

問

質

疑

委員会
議
案
の
説
明

討

論

質

疑

応

答

採

決

修
正
が
あ
れ
ば

　
　
案
を
出
す

本会議
委
員
会
審
査
報
告

討

論

質

疑

応

答

採

決

修
正
が
あ
れ
ば

　
　
案
を
出
す

　議員が市長などに対して、議案の内容や市の事業の進
み具合、将来の目指す方向などについて質問をします。
　質問の内容は市政全般にわたり、活発な議論を展開
しています。
　通常は１人当たり60分の持ち時間がありますが、６
月議会は新型コロナウイルス感染防止対策として45分
に短縮して行いました。

委 員 会委 員 会本会議（質疑・一般質問）本会議（質疑・一般質問）
議会での審議をより効率的・専門的に審査するため、委員会を設置しています。

市民の代表である市議会議員の活動を知る機会の一つが本会議
や委員会の傍聴です。お気軽にお越しください。

さまざまな情報を市議会ホーム
ページに掲載しています。
ぜひご活用ください。
■議会日程　■発言通告一覧
■審議結果　■議案賛否一覧
■会議録　　■議員の紹介
■市議会だより　
■本会議の録画映像　など

傍聴しませんか 見てみませんか

※��手話通訳、要約筆記等が必要な場合は
事前にご相談ください。

議会運営委員会

　議会運営に関す
ること、議会の規則
などに関すること、
議長の諮問に関す
ることを所管して
います。

①総務常任委員会
②文教厚生常任委員会
③生活文化常任委員会
④建設企業常任委員会

常任委員会

　予算などの議案や市民から提
出された請願・陳情の審査のほ
か、所管事務の調査を行います。

特別委員会

　特定の案件を審査するた
め、必要な場合に設置します。
　現在は、２つの特別委員会
を設置しています。
①新庁舎整備検討特別委員会
②���あかしSDGs推進計画特別
委員会

質疑・一般質問の様子

本会議
　�　受付は市役所議会棟３階の傍聴者ロ
ビーで行っています。傍聴席は75席
です。車いす用のスペース（３席程
度）も設けています。車いすをご利用
の方は事前にご連絡ください。

本会議場の傍聴席 市議会ホームページのトップ画面

委員会
　�　受付は市役所議会棟２階の大会議室
で行っています。

大会議室

議会局議事課
T E L :
F A X :
E-mail:

（ ０７８ ）９１８－５０６０
（ ０７８ ）９１８－５１１２
gij ika@ci ty .akash i . lg . jp

市政への要望や意見を文書にして
市議会に提出することができます。
　議員を通して市議会に提出すると「請
願」、議員を通さずに直接出すと「陳情」
といいます。書式例などについては、市
議会ホームページをご覧ください。

伝えませんか

請願請願 陳情陳情

お
願
い

お
願
い
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コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
終
息

し
て
ほ
し
い
と
願
う
気
持

ち
は
皆
同
じ
で
す
。
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
と
と

も
に
、
自
分
自
身
と
大
切

な
人
を
守
る
た
め
新
た
な

生
活
様
式
を
身
に
つ
け
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
夏
に
な
り
台
風

な
ど
に
よ
る
災
害
の
危
険

性
が
増
し
て
き
ま
す
。
万

が
一
に
備
え
、
例
年
以
上

に
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
こ
と
も
意
識
し
ま

し
ょ
う
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9月
  8日（火）10:00	 本会議（議案上程・提案説明）
15日（火）　〃	 本会議（質疑・一般質問）
16日（水）　〃	 本会議（質疑・一般質問）
17日（木）　〃	 本会議（質疑・一般質問）
18日（金）　〃	 生活文化常任委員会
23日（水）　〃	 建設企業常任委員会
24日（木）　〃	 文教厚生常任委員会
25日（金）　〃	 総務常任委員会
28日（月）　〃	 新庁舎整備検討特別委員会
30日（水）15：00	 本会議（委員会審査報告・議案採決）
10月
  1日（木）10：00	 決算審査特別委員会
〃　　（午後）	決算審査新庁舎整備検討分科会

  2日（金）10：00	 決算審査文教厚生分科会
  5日（月）　〃	 決算審査建設企業分科会
  6日（火）　〃	 決算審査総務分科会
  7日（水）　〃	 決算審査生活文化分科会
14日（水）14：00	 決算審査特別委員会
15日（木）15：00	 本会議（委員会審査報告・議案採決）
本会議は明石ケーブルテレビ717chで生中継されます。

9月議会の予定
令和２年第２回定例会 ※日程は変更する

　場合があります。

議 案 の 賛 否 一 覧第１回定例会
4・5・6月議会

〔表示例〕○……賛成　×……反対　除……除斥※　棄……棄権　欠……欠席
  ※�除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案等と一定の利害関係を有する議員は、

その審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

※�議長は議案の採決には加わりません。
（大西議員、千住議員）

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 維新の会 未来明石 日本共産党 フォーラム明石 明石かがやきネット スマイル会
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議
会

議案第 54 号～同第 56 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 57 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議案第 58 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

６
月
議
会

議案第 59 号～同第 67 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 68 号～同第 70 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
諮問第 1 号～同第 8 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案推薦同意
議員提出議案第1号、
同第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願受理第 1 号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 棄 × × × ○ ○ × × × × × 不 採 択

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 フォーラム明石 維新の会 未来明石 日本共産党 スマイル会

採決結果
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４
月
議
会

議案第 52 号、同第 53 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
委員会提出議案第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

４月議会
議案	第	52	号	 明石市事務分掌条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第	53	号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第１号）
委員会提出議案第２号	 明石市議会委員会条例の一部を改正する条例制定のこと
5 月議会
議案	第	54	号	� 新型コロナウイルス感染症あかし支え合い基金条例制定のこと
	 〃	 第	55	号	� 明石市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

制定のこと
	 〃	 第	56	号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第２号）
	 〃	 第	57	号	 監査委員選任につき同意を求めること（国出議員）
	 〃	 第	58	号	 監査委員選任につき同意を求めること（丸谷議員）
6 月議会
	議案	第	59	号	 明石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第	60	号	� 明石市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定

のこと
	 〃	 第	61	号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第３号）
	 〃	 第	62	号	� 令和２年度明石市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
	 〃	 第	63	号	� 明石クリーンセンター焼却施設プラント設備保全工事請負契約

のこと
	 〃	 第64	号	� 明石クリーンセンター破砕選別施設プラント設備保全工事請負

契約のこと

議案	第65	号	 旧魚住清掃工場解体工事請負契約のこと
	 〃	 第66	号	 町の設定、町及び字の区域の変更並びに字の廃止のこと
	 〃	 第67	号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第４号）
	 〃	 第68	号	 副市長選任につき同意を求めること
	 〃	 第69	号	� 農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者

の割合を４分の１以上とすることにつき同意を求めること
	 〃	 第70	号	 農業委員会委員任命につき同意を求めること
諮問第１号～同第８号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
議員提出議案第１号	� 明石市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条

例制定のこと
　 〃 　 第２号	� 明石市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例制定のこと
請願受理第１号	� 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採

択を求める請願

議案の概要については市議会のホームページもしくは市役所１階の
行政情報センターで閲覧できます。

　明石市議会は、新型コロナウイルス感染症
対策の財源の一助とするため、６月18日に議
会費の一部を減額することを決定しました。
　同日に減額相当分を新型コロナウイルス感
染症あかし支え合い基金に積み立て、感染拡
大の第２波に備えた医療体制の充実や外出自
粛・休業要請により深刻な影響を受けている
市民生活の支援等に活用するよう、泉市長に
申し入れを行いました。

議会費の減額　合計2,459万円
　〇�期末手当　731万円
　　議員の期末手当（令和２年12月支給分）の15％を減額
　〇政務活動費　1,200万円
　　政務活動費の５ヵ月分（令和２年11月～３年3月分）を減額
　〇行政視察旅費　528万円
　　各委員会の行政視察を中止し、当該予算を減額

新型コロナウイルス感染症対策のために議会費を減額

泉市長（写真左）へ申し入れを行う
千住議長（同中央）と佐々木副議長（同右）
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